
空き家活用＆子育て応援
３世帯に町の補助金交付

　３月28日、子育て世代移住者住宅取得および定
住対策住宅取得支援事業の補助金と空き家バンク
活用奨励金の交付式が町長室で行われ、３世帯が
出席し、鈴木町長からそれぞれ贈られました。
　鈴木町長は「補助金を有効に活用して、山村の
豊かさを満喫しながら日々生活していただきたい」
とあいさつ。町の空き家バンクに登録した住宅が
新たに活用される際に贈られる空き家バンク活用
奨励金は、今回が初めての交付となり、提供され
た空き家は、町に移住した世帯が活用しています。
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補助金の交付を受け鈴木町長のあいさつに耳を傾け
る対象者の皆さん

決意を新たに入所式を終えた皆さん（前列左から遠
藤雅子さん、杉林寛

とも

子
こ

さん、細野彩夏さん、後列左
から阿部大介さん、真下竜也さん、太田代大地さん）

山地酪農研修センター
夢に向かい６人が入所

　町山地酪農研修センターの入所式は４月４日、
くずまき交流館プラトーで行われ、第39期生とな
る６人が入所しました。くずまき高原牧場内で酪
農や製造の各部門で研修を積みます。
　鈴木町長は「それぞれが目指す方向へ勉強し、
その道で活躍できる人材になってください」とあ
いさつ。研修生を代表して真下竜

りゅう

也
や

さんが「山村
の豊かさと可能性を発信できる人間になりたい。
一日一日の時間を大切にして一生懸命努力します」
と誓いの言葉を力強く述べました。

山火事に気を付けよう！
意識高め緑守るパレード

　町山火事防止対策協議会は４月11日、山火事防
止パレードを実施し、町消防団員や町森林組合職
員など関係者約40人が参加しました。
　役場前で行われた出発式で觸澤義美副統監は「パ
レードで町民の皆さんの防火意識を高めていただ
き、町の緑と山を守ってください」とあいさつ。
その後、関係者らは町内３方向に分かれてパレー
ドしました。五日市保育園の幼年消防クラブは、
同地区の国道沿いで「山火事にきをつけて」と走
行車両などに山火事防止を呼び掛けていました。

県北Ｂ
ブラックアンドホワイト

&Wショウ開催
酪農家自慢の牛勢揃い

　県北ホルスタインクラブ（八幡勝幸会長）主催
の第44回県北ブラックアンドホワイトショウは４
月22日、くずまき高原牧場チャレンジハウスで開
催されました。町内外から79頭の酪農家自慢の牛
が出品され、改良の成果を競い合いました。
　審査の結果、経産牛の名誉賞に第11部１位の八
幡勝幸さん（星野）が輝きました。受賞した牛は、
４月13日と14日に静岡県で行われた第９回全日本
ブラックアンドホワイトショウで第11部３位に入
賞しています。

交通＆防犯の認識新た
三日市で安全呼び掛け

　旧葛巻病院と旧養護老人ホーム「葛葉荘」の解
体撤去工事の安全祈願祭は４月５日、町や工事関
係者ら約30人が出席し、旧葛葉荘の中庭で行われ
ました。
　鈴木町長は「解体後は駐車場として使用するが、
将来的には別な形で活用し町を象徴する一画にし
たい。次の工事を想定しながら安全第一で進めて
ほしい」とあいさつ。解体工事の完了は６月末を
見込んでおり、その後、駐車場などの外構工事が
進められる予定です。

旧葛巻病院の解体本格化
関係者ら工事の安全祈願

　町交通安全対策協議会と町防犯協会主催の交通
安全と防犯のＰＲ活動は４月13日、三日市の会場
内で行われました。町の交通指導隊や防犯指導隊、
交通安全母の会など関係者約20人が参加。高齢者
用の交通ルールブックのほか反射材やＬＥＤライ
ト、防犯グッズなどを配りながら交通安全と防犯
について呼び掛けました。
　買い物に訪れた人たちは、指導隊員らの呼び掛
けに足を止め、熱心に耳を傾けながら認識を新た
にしていました。

町内をパレードする消防車両と山火事防止を呼び掛け
る五日市保育園の幼年消防クラブ（円内）

大人と一緒に見事な手綱さばきを見せるジュニア
リードマンとオランダで牧場を経営している審査員
のニコ ボンズさん（円内）

買い物に訪れた人に交通安全と防犯を呼び掛ける指導
隊員ら

旧葛巻病院と旧葛葉荘の解体工事の安全を祈願する
関係者ら


